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草丈等には処理間の差異が明らかではなかったが，分枝

数はB・Naの施用跡作区がまきった．

子実収量についても，椰砂を3毎まで及び已梢を50毎

まで多用しても，その跡作大豆に対する負の影響をみと

めず，むしろ正の効果さえ示した．

6．生体分析成績

前作にB・Naを施用した跡作大豆においてもB・Na

の吸収がなお高まっており，しかも施用されたB・Naの

増加とともに吸収されたそれらの成分量が増加した・

要　　　　　　約

1．土壌中水溶性B含量が0．49ppmの遠野では．棚砂

施用の効果が明らかではなく，およそ0・3ppm以下の雫
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石及び大野で珊砂の効果がよく表われた．

2．土壌中の水溶性Na含量は，大野の第Ⅱ層が卵ppm

で掛こ高いためか，大野では芝梢の効果が表われず，お

よそ60ppm程の遠野及び雫石においてよくその効果が

みとめられた．

3，甜菜に対して施用されたB・Naは跡作の大豆にも

その施用量にしたがって吸収されているが，生育・収量

には障害をもたらさなかった．

4．以上の成績から，瑚砂は10α当り1．2九才，巴梢は

10物の施用で甜菜の収量に好結果を与え，しかも間素過

剰が必配される跡作，特に大豆に対してもその程度では

負の影響を及ぼさないことを知った．

秋田県における甜菜の栽培に関する研究

1．気象条件と甜菜の生育相

太田昭夫・鎌田金英治・鈴木光害

（秋田県農試大鶴分場）

1．格　　　　　p

秋田県の甜菜の栽培研究は昭和32年度より実施されて

いるが，未だ安定した栽培体系を確立するに問題点が多

くある．そこで今回はとりあえず過去5カ年間の気象条

件と甜菜の生育及び収量との関係について掛こ気象の面

から若干の解析を試みた次第である．大方の御批判を得

れば幸いと思う．

2．年次別の生育・収量と気象

先ず栽培年次別の収丑を第1表に示しているが，この

表から見ると板重の年次変動が非常に大きいことがわか

る．そこで先ずこの中の豊作年と思われる昭和35年度と

凶作年の昭和36年度の生育及び収量について解析してみ

第1鼠年次別の収量

ると第1図のようになる．すなわち豊作年次の昭和35年

度は100日日頃迄茎葉の増加が急激で以後根量の増加へ

と移行しているが110日を境いにして茎葉垂は急激に減

少し，以後板重の増加はほとんどなかった．これに対し

て昭和36年度の状態を見ると茎葉重が90日でほとんど止

り，かつ椒重もそれ以後ほとんど増加をみないでいる．

秋田県における甜菜根の肥大経過をみると前にも報告し

たように90日日頃（7月下旬）迄が茎葉の増大期で100
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第1図．豊作年次と凶作年次の生育相
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日～150日頃（9月上旬）が取の肥大期に相当している

ことから考えると昭和36年度は棍部の肥大がほとんど起

こらない内に終ってしまったことになる．このような現

象の表われ方はどのような因子によって起るかについて

分析してみると第一義的には高温多雨による病害の発生

（菜腐病）によることが明らかである．そこで昭和35年

度及び36年度の特に茎葉の増大期より板の肥大期におけ

る気象の日別変化についてみると第2～第3図のように

なっている．先ず昭和35年度の気象をみると7月に非常

に降雨が少ないことが目に付く．従って湿度（14時の湿

度）をみると大体80％程度で割合乾燥した日が続いてい

る．また平均気温も不適気温とされている23℃を越える

日数は大体30日前後となっている．そこで薬腐病の発生

時期についてみると8月上旬で，掛こ60加の降雨のあっ

た後に急激に発生している．同様にして昭和36年度の気

象をみると6月の下旬より7月一杯にかけて降雨が非常

に多い．従って14時の湿度は毎日90％以上の状態にあり

平均気温も7月上旬より9月上旬にかけて23℃を越えて

いるような結果になっている．従って葉腐病の発生時期

は非常に早く，初発生は6月下旬に見られ以後降雨の毎

にその量が増大して行く結果となっている．そして7月

一杯には全圃場が全く病害に犯される結果となった．菓

腐病の発生は平均気温と降水量によって決まるようであ

り，平均気温が23℃以上になり30～40肌程度の雨が2～

3日継続すると発生して来る．昭和35年度は6月下旬に

かなりの降雨を見ているが，気温が23℃に達していない

ので発病が抑制されていたもので，8月に入り23℃を越

えてからの降雨で発病した事になる．昭和36年度は6月

下旬より23℃を越えているので降雨の度に発病が旺盛忙

なって行く結果となった．従って5カ年間の年次別収量

もこのような気象と病害の発生程度により収過の変動を

示したことになると思う．そこで年次別の気象要因と収
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第3図．6～9月の日別気象図（昭和36年度）
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量との相関を求めてみると第2表のようになる．

第2表．年次別気象要素と収量との相関々係

注．Nは相関がないもの．－ほ負の相関．十は正の相関

この結果からも7月の気象と非常に高い相関が見ら

れ，その係数の一例を示すと次のようである．

6～7月の平均雨量

7月の　　〝

7月の平均湿度

6′）8月の〝

6月の平均気温

7月の　〝

r＝－0．941

r＝一0．678

r＝－0．812

rニー0．830

r＝　0．767

r＝　0．532

また従来より甜菜栽培の適地を選定する場合にその地

方における月別の平均気温と降水量の関係から決定され

る場合が多いが，過去5カ年の年次別の平均気温と降水

量の関係をクリモグラフにて示すと第4図のようにな

る．この結果からも7月の降雨の多い年次は凶作年であ

ることか明らかである．

それでは秋田県では月別の降水量の分布割合いがどの

ようになっているかについて大鶴地方を例にとって示す

と第3表のようになる．

この結果からみると7月の降水量の最も多い分布は

150～200朋でありしかも200瓜椚以上の年次も他の月に比

べて割合いが高くなっている．そこで従来からの成績か

らして一応大館地方で7月の降水量が300mを越す年は凶

作型の年となり100瓜糀程度は豊作年の塾に区分される．

このように考えてみると大館では300間以上の年次が5

年に1臥豊作年次が同じく5年に1回来る確率にな
る．
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第4図．年次別平均気温と降水量の関係

3．ま　　と　　め

以上秋田県における甜菜の収量及び生育と気象との関

係について記して来たが，結局秋田県のように降雨の多

い地方においてはそのために病害の発生を伴い収量の年

次変動が大きく現われる可能性を持っており，この病害

を防除出来る対策を早急に確立することが甜菜作を安定

させる一つの課題となる．またこれとともに病害の発生

以前に板の肥大が促進されているような栽培法について

検討する要がある．

第3表・月別降水竜の分布割合（明治29～昭和36年）（大鶴市）




